
　
３
月
24
日
は
松
末
小
学
校

の
閉
校
式
で
す
。
し
か
し
こ

こ
に
も
縦
割
り
行
政
の
弊
害

が
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　
閉
校
式
は
教
育
委
員
会
主

催
。
続
い
て
門
柱
引
渡
し
式

は
生
涯
学
習
課
。
こ
ん
な
仕

役
所
の
た
ら
い
回
し
の
中

で
、
白
石
町
か
ら
は
三
役
が

来
て
く
れ
る
。
松
末
で
失
礼

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
住

民
の
椅
子
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
で
準
備
し
ま
す
。
だ
か
ら

体
育
館
を
松
末
住
民
で
埋
め

て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
７
月
の
九
州
北
部
豪

雨
で
、
佐
賀
県
杵
島
郡
白
石

町
の
有
明
海
沿
岸
に
漂
着
し

た
福
岡
県
朝
倉
市
の
松
末
小

学
校
の
門
柱
が
、
３
月
に
朝

倉
市

へ
返
還
さ
れ
る
。
川
と

海
を
約
７
０
キ
ロ
流
さ
れ
、

大
量
の
流
木
に
交
じ
っ
て
浮

い
て
い
た
門
柱
は
町
職
員
が

偶
然
見
つ
け
、
数
人
が
か
り

で
引
き
上
げ
て
い
た
。
豪
雨

災
害
か
ら
５
日
で
半
年
。
朝

倉
市
の
関
係
者
は
、
い
ま
だ

災
害
の
爪
痕
が
残
る
地
域
に

と
っ
て

「返
還
は
復
興
の
励

み
に
な
る
」
と
期
待
し
て
い

る
。
門
柱
は
木
製
で
、
長
さ

約
３
メ
ー
ト
ル
、
根
元
の
直

径
が
約
４
０
セ
ン
チ
。
２
０

０
６
年
の
市
町
村
合
併
以
前

の
も
の
で

「杷
木
町
立
松
末

小
学
校
」
と
刻
字
さ
れ
て
い

る
。
海
岸
で
漂
着
物
を
調
査

し
て
い
た
白
石
町
職
員
が
昨

年
７
月
１
１
日
、
浮
い
て
い

る
の
を
見
つ
け
て
２
日
が
か

り
で
回
収
し
た
。
朝
倉
市
教

育
委
員
会
に
は
被
災
地
の
状

況
が
落
ち
着
き
次
第
届
け
る

と
伝
え
て
い
た
。

（中
略
）

市
側
は
松
末
小
の
閉
校
式
を

提
案
し
白
石
町
か
ら
は
田
島

健

一
町
長
や
北
村
喜
久
次
教

育
長
ら
が
出
席
を
予
定
。

　
■
農
地
の
復
旧
に
つ
い
て

①
認
可
範
囲
に
入
っ
て
い
る

か
の
確
認
2
/
11
ら
く
ゆ
う

館
で
開
催
し
た
農
地
に
対
す

る
説
明
会
で
朝
倉
市
が
示
し

た
、

一
括
で
全
損
申
請
し
て

認
可
さ
れ
た
農
地
の
範
囲
を

示
す
地
図
が
掲
示
さ
れ
、
自

分
の
農
地
が
含
ま
れ
て
い
る

か
確
認
し
て
欲
し
い
。
②
区

画
整
理

へ
の
参
加
の
是
非
の

決
定
③
経
費
は
１
反
あ
た
り

２
０
０
万
円
～
２
５
０
万
円

の
工
事
費
だ
が
、
激
甚
指
定

さ
れ
た
範
囲
は
数
％
の
負
担

の
見
込
み
。
ま
た
工
事
費
も

残
存
土
砂
の
活
用
や
、
河
川

や
道
路
の
復
旧
工
事
の
併
用

を
考
え
る
と
工
事
費
が
も
っ

と
低
く
な
る
可
能
性
が

あ

る
。
④
減
歩
率
は
通
常
は
20

％
ほ
ど
だ
が
今
回
は
河
川
、

市
道

・
農
道
の
拡
幅
の
た
め

30
％
ほ
ど
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
⑤
全
損

エ
リ
ア
内
は
基
本
的
に
30
年

度
は
作
付
け
で
き
な
い
。
し

か
し
熊
本
地
震
で
は
大
豆
な

ど
を
作
付
け
し
た
前
例
が
あ

る
の
で
、
現
在
調
査
中
。

　
■
緊
急
応
急
工
事
に
つ
い

て
出
水
期
ま
え
に
優
先
し
て

行
う
応
急
工
事
に
つ
い
て

は
、
①
乙
石
川
は
河
道
の
確

保
。
②
乙
石
川
上
流
は
導
水

堤
の
構
築
。
③
赤
谷
は
欠
損

箇
所
の
修
復
。
④
正
信
の
本

松
酒
屋
上
流
は
大
型
土
嚢
箇

所
を
ブ
ロ
ッ
ク
で
補
強
。
⑤

家
屋
近
く
の
流
木
処
理
に
つ

い
て
は

一
箇
所
１
５
０
万
円

以
内
で
補
助
が
出
る
見

込

み
。
た
だ
個
人
で
の
対
応
と

な
り
、
現
場
写
真
と
見
積
書

か
領
収
書
が
必
要
。
写
真
が

無
い
と
き
は
国
交
省
や
林
野

庁
か
ら
提
供
し
て
も
ら
う
の

で
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

　
■
自
衛
隊
に
よ
る
流
木
撤

去
な
ど
の
実
施
を
２
月
22
日

に
旧
杷
木
町
４
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
か
ら
朝
倉
市
（副
市
長
）

に
要
請
し
た
。

　
■
自
主
避
難
者
支
援
に
つ

い
て

　
ま
た
後
日
、
み
な
し
仮
設

に
該
当
し
な
い
避
難
者

（自

力
避
難
者
）

へ
の
支
援
を
義

捐
金
を
用
い
て
継
続
す
る
よ

う
に
松
末
コ
ミ
ュ
ニ
エ
ィ
ー

か
ら
朝
倉
市

（副
市
長
）
に

要
請
し
た
。
※
昭
和
56
年
以

前
の
家
屋

・
複
数
個
所
へ
の

分
散
避
難
世
帯
な
ど
は
支
援

に
該
当
し
て
い
な
い
。

　
３
会
場
と
も
に
前
半
復
興

計
画
案
説
明
、
後
半
内
容

へ

の
質
問
、
閉
会
後
に
個
別
質

問
受
付
で
あ
っ
た
。

　
■
杷
木
会
場

（志
波

・
久

喜
宮

・
杷
木

・
松
末
）
２
月

17
日

（土
）
サ
ン
ラ
イ
ズ
杷

木
を
会
場
に
行
わ
れ
、
2
時

間
20
分
で
閉
会
し
た
。

　
①
災
害
公
営
住
宅
問

題

（問
）
杷
木
小
跡
地
に
建
設

さ
れ
る
こ
と
の
つ
い
て
杷
木

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
会
長
よ
り

質
問
が
出
さ
れ
、
松
末
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
会
長
よ
り
追
加

質
問
さ
れ
る
。

（答
）
日
野

課
長
と
井
上
部
長
よ
り
回
答

が
あ
り
そ
の
後
も
や
り
取
り

が
数
回
あ
っ
た
が
議
論
が
十

分
つ
く
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た

た
め
、
事
務
局
で
都
市
建
設

部
に
確
認
し
本
誌

「住
宅
問

題
に
つ
い
て
」
で
掲
載
し
た
。

②

一
時
避
難
場
所
に
つ
い
て

（問
）
集
落
内
の
住
宅
を

一

時
避
難
場
所
に
し
た
が
市
か

ら
の
物
資
が
ま
だ
届
か
な

い
。

（答
）
要
望
は
失
念
し

て
い
な
い
。
出
水
期
ま
で
に

対
応
す
る
。
③
出
水
期
対
策

（問
）
復
興
計
画
後
で
は
遅

い
の
で
は
な
い
か
？

（答
）

平
行
し
て
対
策
を
進
め
て
い

る
。
④
白
木
地
区
11
/
22
の

復
興
計
画
の
回
答
ま
だ

だ

が
、
復
興
計
画
に
入
っ
て
い

る
の
か
？

（答
）
地
区
か
ら

の
要
望
は
承
知
し
て
い
る
。

可
能
な
も
の
は
復
興
計
画
に

反
映
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外

は
予
算
が
確
定
し
た
も
の
し

か
計
画
に
示
せ
な
い
。
⑤
久

喜
宮
地
区
の
生
活
支
援
に
つ

い
て

（答
）
支
援
員
を
募
集

中
⑥
農
地
の
説
明
会
で
激
甚

指
定
認
可
の
有
無
に
つ
い
て

（答
）
現
在
整
理
中
で
３
月

か
ら
職
員
が
集
落
会
議
で
照

会
に
応
じ
る
。
⑦
志
波
地
区

よ
り
ス
ピ
ー
ド
感
の
語
句
に

つ
い
て
。
本
陣
橋
の
拡
張
に

つ
い
て

（答
）
検
討
が
進
ん

で
い
る
。
⑧
隣
接
地
区
の
協

力
体
制
に
つ
い
て

（問
）
東

峰
村
と
の
連
携
が
必
要

で

は
？

（答
）
重
要
な
指
摘
で

今
後
検
討
す
る
。
⑨
流
木
は

林
業
政
策
の
失
敗
で
は
な
い

か

（答
）
そ
の
成
否
の
検
討

は
し
て
い
な
い
。

　
■
朝
倉
会
場

（朝
倉
）
２

月
18
日

（日
）

　
朝
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
15
分
ほ
ど
時
間

を
余
し
て
終
了
し
た
。
発
言

の
大
半
が
復
興
計
画
以
外
に

関
す
る
こ
と
で
、
本
質
的
な

質
問
は
少
な
か
っ
た
。
以
下

質
問
項
目
の
み
を
掲
載
。

　

（復
興
計
画
に
付
随
す
る

質
問
）
①
復
旧
工
事
の
地
元

施
工
業
者
採
択
に
つ
い
て
要

望
。
②
工
事
期
間
は
通
年
工

事
で
10
年
な
の
か
？
③
桂
川

の
改
良
復
旧
工
事
を
具
体
的

に
。
④
河
川
堤
防
の
高
さ
を

知
り
た
い
。
⑤
遊
水
池
は
何

箇
所
設
置
す
る
の
か
？
⑥
用

地
買
収
で
同
意
を
得
ら
れ
な

い
と
き
は
単
価
を
上
げ
て
対

応
す
る
の
か
？
⑦
残
土
処
分

地
に
つ
い
て

　

（関
連
意
見
）
①
今
年
の

出
水
期
が
心
配
。
②
地
域
防

災
計
画
を
自
主
的
に
立
て
て

ゆ
く
よ
う
な
進
め
方
を
し
て

ほ
し
い
。
③
地
域
防
災
計
画

策
定
に
地
域
の
経
験
者
を
い

れ
て
ほ
し
い
。
④
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
の
か
か
わ
り
な
ど
も

漏
れ
て
い
る
の
で
は
。
⑤
朝

倉
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が

一
つ
で
地
域
防
災
計
画
で
は

対
応
で
き
な
い
の
で
は

？

（個
別
に
す
べ
き
質
問
）
①

果
樹
園

へ
の
道
路
を
至
急
お

願
い
し
た
い
。
②
た
め
池
の

普
及
工
事
は
最
優
先
で
お
願

い
し
た
い
。
③
農
業

へ
の
補

償
に
つ
い
て
。

　

（意
見

・
苦
情
）
①
発
災

当
時
市
長
は
ど
こ
に
い
た
の

か
？
②
避
難
勧
告
と
避
難
指

示
に
つ
い
て
。
③
み
ん
な
立

派
な
文
言
を
並
べ
て
い
る
が

内
容
が
な
い
。
④
仮
設
住
宅

が
決
ま
る
ま
で
の
経
緯
に
つ

い
て
⑤
も
っ
と
具
体
的
な
話

を
聞
き
た
か
っ
た
。
（拍
手
）

⑥
委
員
長
は
３
回
あ
く
び
し

て
緊
張
感
が
た
り
な
い
の
で

は
？
⑦
縦
割
行
政
に
対
す
る

す
る
苦
情

（拍
手
）
⑧
説
明

は
形
式
的
で
内
容
が
な
い
。

　
■
建
築
戸
数
に
つ
て
い
①

激
甚
災
害
指
定
に
よ
る
制
限

は
全
壊
戸
数
が
２
０
０
戸
以

上
。
②
杷
木
の
市
有
地
で
現

在
建
設
で
き
る
の
が
54
戸
。

③
松
末

・
星
丸
団
地
の
20
戸

立
替
分
の
助
成
は
杷
木
小
跡

地
に
建
設
。
④
１
回
目
の
建

設
で
よ
り
多
く
の
戸
数
を
提

供
す
る
た
め
集
合
住
宅
と
し

た
。
⑤
今
後
の
調
査
で
住
宅

が
不
足
す
る
な
ら
２
次
査
定

受
け
て
追
加
の
助
成
を
も
ら

う
。
⑥
災
害
後
な
の
で
一
時

的
に
公
営
住
宅
供
給
過
剰
に

な
る
こ
と
は
止
む
得
な
い
。

　
■
助
成
期
に
つ
い
て
①
立

替
分
は
市
の
負
担
率
数
％
で

激
甚
指
定
に
よ
る
33
％
よ
り

有
利
。
②
市
と
し
て
は
市
負

担
が
少
な
い
ほ
う
か
ら
先
に

使
う
判
断
と
な
る
。

　
■
場
所
と
時
期
に
つ
い
て

①
現
時
点
で
旧
杷
木
町
で
建

設
で
き
る
場
所
は
杷
木
小
学

校
跡
地
の
み
。
②
久
喜
宮
小

跡
地
も
50
ｃ
ｍ
の
浸
水
想
定

区
域
で
そ
の
ま
ま
で
は
建
設

で
き
な
い
。
③
星
丸
松
末
団

地
の
よ
う
に
今
回
被
災
し
た

場
所
に
再
建
す
る
場
合
は
、

そ
れ
な
り
の
安
全
確
保
が
必

要
。
④
今
後
河
川
と
道
路
の

復
興
計
画
が
確
定
す
れ
ば
、

追
加
の
公
営
住
宅
建
設
に
つ

い
て
場
所
と
時
期
の
回
答
が

可
能
と
な
る
。
⑤
今
後
も
松

末
地
域
の
公
営
住
宅
要
望
が

ア
ン
ケ
ー
ト
で
確
認
さ
れ
れ

ば
検
討
す
る
。

　
■
仮
設
住
宅

・
み
な
し
仮

設
支
援
２
年
に
つ
い
て
①
今

後
の
居
住
場
所
で
迷
っ
て
世

帯
が
松
末
に
多
い
こ
と
は
承

知
。
②
み
な
し
仮
設
住
宅
に

居
住
し
て
い
る
世
帯
数
を
考

え
る
と
、
83
戸
の
災
害
公
営

住
宅
を
建
設
し
た
と
し
て
も

２
年
で
仮
設
住
宅
が
不
要
に

な
る
と
は
思
え
な
い
。
③
入

居
者
が
延
長
を
前
提
に
し
て

暮
ら
し
た
い
気
持
ち
は
理
解

し
て
い
る
。
④
し
か
し
現
段

階
で
国
か
ら
仮
設
住
宅
の
延

長
に
つ
い
て
明
言
し
て
も
ら

え
な
い
の
で
苦
慮
し
て

い

る
。
⑤
も
し
松
末
に
公
営
住

宅
が
建
設
さ
れ
た
時
、
杷
木

小
の
公
営
住
宅
か
ら
移
る
こ

と
は
可
能
。

　
■
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ

い
て
①
11
月
か
ら
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
公
営
住
宅

へ
の
入
居

希
望
は
74
世
帯
。
②
こ
の
と

き
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
公
営

住
宅
の
場
所
に
つ
い
て
は
聞

い
て
い
な
い
。
③
全
壊
世
帯

は
１
０
０
％
ア
ン
ケ
ー
ト
を

回
収
し
、
そ
れ
を
根
拠
に
国

へ
査
定
申
請
し
た
。
④
今
後

も
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
意
向

調
査
が
根
拠
と
な
る
。
⑤
発

災
後
半
年
を
過
ぎ
、
新
た
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
予
定
。
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説明会会場の朝倉生涯学習センターには住民２４０名が参加した。

乙石川沿いの３集落会議には４０名以上の住民が集まった。

佐賀県白石町まで流れた門柱 記事の詳細はスマホで
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年
度
末
と
な
り
復
興
に
関

す
る
手
続
き
が
錯
綜
し
て
い

る
。
２
月
25
日
の
乙
石
３
集

落
会
議
で
伊
藤
会
長
か
ら
の

連
絡
事
項
の
中
で
松
末
全
体

に
関
わ
る
項
目
を
挙
げ
る
。

　
昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害

へ

の
朝
倉
市
復
興
計
画
の
発
表

を
ま
え
に
３
会
場
で
住
民
へ

の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。

２
月
17
日
午
前
甘
木
会
場
60

名
、
午
後
杷
木
会
場
２
０
０

名
、
翌
18
日
朝
倉
会
場
２
４

０
名
の
住
民
が
参
加
し
た
。

　
住
民
説
明
会
を
受
け
２
月

22
日
市
庁
舎
に
て
井
上
都
市

建
設
部
長

・
日
野
都
市
計
画

課
長
か
ら
災
害
公
営
住
宅
の

今
後
に
つ
い
て
聞
く
。

　
今
後
も
ア
ン
ケ
ー
ト
が
公

営
住
宅
建
設
の
根
拠
と
な
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
も
回

答
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。


